
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 学校紹介 

 本校は、豊かな自然と歴史に恵まれた琵琶湖西

岸に広がるレークピア大津「仰木の里」にある小

学校である。新興住宅地として開発プロジェクト

が始まったのは 1980 年。今から 28 年前に仰木小

学校から分離し、その後、800 名近く児童数が膨

れ上がり東小と分離。現在は全校児童 209 名、ク

ラス数 11の小規模校である。自然を取り入れた公

園緑地エリアと周囲の環境と調和した居住エリア

に日々の生活に必要な施設がバランス良く配置さ

れている街である。子ども達は、自然豊かな環境

であるにもかかわらず、直接自然と触れ合う機会

は少なく、生活科や総合的な学習の時間に、さま

ざまな取り組みを行うことで、環境学習を進めて

いる。 

 

２ 児童集会（キックオフ宣言） 

 本校では、毎月１日に運営委員会が自ら企画す

る「児童集会」を開催している。この児童集会で

は、今私たち

の小学校で

取り組んで

いる内容に

ついて全校

に紹介した

り、働きかけ

や協力を求

めたり、テー

マをもとに学級で話し合ったことを発表したりし

ている。 

 ７月の児童集会では、主に４年生で活動する里

小カメキッズ」と５年生で活動する「里小メダカ

キッズ」の取り組みについて全校で共有した。 

 

３ 「里小カメキッズ」の取り組み 

 ４年生では、２年生から飼育を始めた「アカミ

ミガメ６匹」について、「今後、このカメの飼育を

どうするか」について話し合い活動を進めてきた。

飼育当初の２年前は、全長５ｃｍ以下のかわいい

カメであっ

たが、今では

１０ｃｍを

超え、飼育ス

ペースや掃

除、エサやり、

夏休みの世

話について

何度も討論

を重ねてき

た。最大の問題は「いつまで飼いつづけるのか」

ということである。「もし、飼育をやめるのであれ

ば、このカメはどうしたらいいのか」という疑問

である。特定外来生物に指定されていて、川に放

すことができない以上、「カメの命」と向き合うこ

とになった。あらゆる機会で調べ学習を進めてき

たが、未だに結論は出ていない。そこで、琵琶湖

 

活動テーマ 

自然環境を守るため、 

私たちにできることは 
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実践事例について 

本校では、毎年２年生で実施する琵琶湖畔への校外学習で、湖岸や川辺に生息

する生き物の観察を行っている。そこで見つけた特定外来生物「アカミミガメ」

を学習のため各班で１匹ずつ飼育することになり、外来生物についての学習がス

タート。「なぜ、アカミミガメがたくさん川辺にいたのか？」という疑問から始

まり、外来生物がもたらす問題について知り、自然環境を守るために、私たちが

できることを考えた。 

(様式３) 



博物館の学芸員である中井克樹さんに来校いただ

き、話を聞くことにした。 

 まず、琵

琶湖の環

境につい

て、琵琶湖

固有種と

外来生物

について、

写真をも

とに学習

した。ブラ

ックバスやブルーギルの話は、釣りがすきな子ど

もにとって日常であるが、学芸員から聞く話はた

いへん参考になった。魚以外にも、私たちの周り

には、固有種以外に、多くの外来生物がいること

を教えてもらった。次に「なぜ、外来生物が自然

繁殖を繰り返しているか」について、「ペットとし

て飼われていたものが、飼えなくなり放されたか

ら」という理由を

聞いて、「人間の都

合で、自然環境が

破壊されている」

ことに気づいた。

４年生では、中井

学芸員さんからい

ただいた助言をも

とに、引き続きカメ６匹を学級全員で分担しなが

ら飼育を続け、卒業を迎える２年後に結論を出す

ことにした。身近な問題であるだけに、私たちが

できることについて深く考える機会をもらった。 

 

４ 「里小メダカキッズ」の取り組み 

 ５年生では、理科の学習で「メダカ」を利用し

て「卵」や「繁殖」のしくみを学習する。そこで

実際にメダカを飼育し、学級で繁殖を試みた。現

在世間で「観賞魚」として飼育されているメダカ

は 100 種類を超え、人気を誇っているが、川には

メダカがいなくなっている。地元にいる固有種が

いろいろな理由で絶滅しかかっているからである。 

メダカが自

然繁殖する

ための環境

が整ってい

ないのが大

きな理由で

ある。 

 春には、琵

琶湖でのカ

ヌー体験や

外来魚釣り、プランクトン観察など、実際に琵琶

湖に触れる活動を行った。そして、活動を通じて

分かったこと

や、課題をま

とめた。その

後、フローテ

ィングスクー

ルで学んだこ

とや感じたこ

とを取り入れ

て、身近な環

境を守るため

に私たちができることについて考え発信した。 

 

５ 他学年の取り組み 

 １年生では、生活科で学校敷地内にある「みの

りの森」へ「秋探し」にでかけ自然の良さを感じ

ることができた。そして、集めた木の実や落ち葉

を利用してクリスマスリースを作ったり、お店を

開いて幼稚園児を招待する活動を行った。 

 ２年生では、生活科で学区内の公園を探索し、

生き物と触れ合う活動を行った。見つけた生き物

について、すみかやエサなどを調べ、実際に飼育

することで生き物がくらす身近な環境を大切にし

ようとする気持ちが育った。 

 ３年生では、琵琶湖博物館を見学し、「昔のくら

し」について調べ学習を行い、昔の生活にはエコ

な工夫がたくさんされていることに気づき、日常

生活に生かそうとした。 

 ６年生では、修学旅行で広島を訪れ、平和学習

を積み上げる中で、地球環境の保全と、各自が興

味を持ったテーマについて、さまざまな方法で調

べたり、実験を行ったりした。 

  

６ エコスクールを振り返って 

 子どもたちは、身近なくらしや自然環境をテー

マに体験することを通じて、身近な環境について

考え、仰木の里のすばらしさに気づき、地域への

愛着や誇りを感じることができた。また、そこか

ら視野を広げ、日本や地球規模での環境問題につ

いて興味を持ち、課題解決に向けての取り組みに

積極的に関わろうとする気持ちを育てることがで

きた。今後も各学年の計画に基づいた実践を続け

たい。 
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